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メキ

シコの石油資源(･)

竹田英夫(鉱床部)

HideoTム醐DA

1.プロロｰグ

1979年1月2目ペメックス(メキシコ石油分社)は

メキシコ国内の石油(天然ガスの液体換算量を含む)の確認

埋蔵量は401億バｰレノレ推定埋蔵量は446億バｰレル

潜在埋蔵量は2,000億バｰレルという数字を発表した.

この資源量はサウジアラビアに匹敵するものでこれ

を象徴するかのようにカンペチェ(C･mp･･h･)沖のイス

トック(Ixt｡｡)1号井は大火災を起こし9か月間燃え続

けて最近やっと鎮火した.メキシコの油田は開発当初

から暴噴と火災の連続であり今後もその可能性は否定

出来在い.

さてエネルギｰ資源の確保に狂奔している世界各国

はメキシコの石油資源に注目し1979年2月アメリカの

カｰタｰ大統領のメキシコ訪問をはじめヨｰロッパ諸

国からも大統領や元首の訪墨が相次ぎいわゆるエネル

ギｰ資源外交がにわかに活発化してきた.

勿論我が国もその例に洩れず昨年園田外相江崎通

産相天谷エネ庁長官(いずれも当時)また土光経団連

会長等がメキシコを訪れさらに最近大平首相がアメリ

カカナダと並んでメキシコを訪問されたかその後突

然の言ト報に接して驚いたのは私だけではあるまい.

日本としてはメキシコ原油の輸入について交渉を繰り

返し園閏･江崎両大臣の政治接渉を経て1目当り10

万バｰレルの輸入量(但し最初は2.5万バｰレル)に決っ

たが将来は20万バｰレル以上に拡大したいとしている.

わが国の原油の輸入量(1目当り約500万バｰレル)から

見たときメキシコのシェアｰは小さいが輸入先を多

角化するという観点からはその意義が大きいといえよう.

この原油輸入の見返りとしてペメックスに5億ドルの

融資をはじめミチョアカン(Micho.an)州のラザロ･

カノレデナス(L･･…C･･d･n･･)の臨海工業地帯の鉄鋼コ

ンビナｰトづくりの技術および経済協力等が要請されて

おりその他の協力問題も狙上に乗せられる可能性があ

るようである(第1図).

この豊富な石油資源が今後のメキシコの経済にどのよ

うに結びつくかということは興味深い問題である.勿

論石油と天然ガスが輸出商畠の目玉として今後メキシ

コ経済に重要な役割を果たすことには異論が無いであろ

うが戦後石油資源が発見された開発途上国ではほと

んど例外なくインフレの昂進が著しく石油資源の開発

が逆にインフレに拍車をかけているようにすら見えるこ

とが多い.

この原因は油嗣開発に伴って油送管の設置石油貯蔵

タンクの建設輸出港湾の整備また精油所および石油

化学工場の建設等巨額の投資が必要でありさらにこれ

らに付随するインフラを考えると莫大な資金となる.

このため他国からの借款や負債が増大して経済の急激

な膨張を招くためであろう.

写真①カンペチェ沖イストック油井の火事(TETROの提供による)

一方石油資源の富が分配されることを期

待した国民生活はインフレに悩まされ雇

用の増加もはかぱかしくなく石油関連産

業の発展する過程で所得格差はますます開

くという事態に追い込まれる.また工場

や油田での雇用増加は離農を促進し農業

生産の低下につながるという結果になる.

メキシコの場合とくに人口増加率が高

く将来の雇用増加率を上廻る可能性があ

るといわれており現在も相当な食糧を輸

入しているが今後の人口増加と離農が促

進されれば食糧問題が深刻化することも考

えられここ当分の間は石油輸出によって�
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国際収支が改善され国民所得が上り雇用が拡大され

るというバラ色の楽観は禁物のようである.

本文の主題はメキシコの油田地帯の地質を紹介するこ

とにあるのでこれ以上政治や経済について議論する積

りも無いしまたその任でも狂い.しかしながら本

題に入る前に同国の油田開発の沿革とその歴史的背景

について触れておくことにしたい.

その経過を見た場合外資系石油会社が油岡開発の過

程でかなり悪といやり方をしこれに対してメキシコ政

府が国有化に踏み切る状況が理解いただけると思うし

また先に述べたイストックのような暴噴や火災がメキシ

コで頻繁であったこともお分りいただけるであろう.

本文を執筆するに当りエネノレギｰ資源について種々御教示を

賜り貴重な資料を提供して下さった地質調査所の曾我部正敏

燃料部長化学技術研究所の阪東憲一郎工業触媒部第一課長

また現場の写真を貸与して下さった通産省基礎産業局の鳥居原

正敏事務官目本貿易振興会機械センタｰ課の中本忠雄課長補

佐に厚く御礼を串し述べる次第である.

写真②ベラクルス州ポソ･ケマｰド(PozoQuelnad0)

の油井火災の焼跡に出現した池

(化技研阪東憲一郎氏提供)

写真③ホソ･ケマｰド池のほとりにみられる焼けて生じたアス

ファルトこの火災は1940年噴発生し数年間然完続けた

という(化技研阪東憲一郎氏提供)�
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2.油田開発の沿革と歴史的背景

1)副王制(植民地)期

1521年エノレナン･コノレテス(H.m.nCot全)の率いる

スペイン軍がワステカ(Hu･st…)王国の主都テノテイト

ラン(Tenotit1をn:現在のメキシコ市に相当する)を包囲し

同年8月13日これを陥落させて以降1821年まで300年間

ヌエバ･エスパｰニァ(NuevaEspa五a)としてスペイ

ンの副王が統治した副王制時代が続いたが征服者達は

主に金･銀を探し求め石油資源には全く関心を示さな

かった.

後世黄金地帯(F･j･d･O･･)と呼ばれ石油の宝庫で

あったパヌコ(P全nu.o)の当時の州知事ヌンニョ･ベル

トラン･デ･グスマン(Nu五〇Be1trandeGu･m会n)は｢こ

の州には金･銀の産出が無く不毛の地である｣という

報告を送り豊富な石油資源の存在については全く触れ

ていない.

しかし当時すでに一部のスペイン人は原住民がタｰ

ル状の石油ピッチをチャボボｰテ(Ch･poP･t･:埋りの出

る脂という意味)と呼び化粧用の顔料にしたり薬用や

これを噛んで歯を清潔にする他煮つめて舟の底に塗り

防水剤にすることを知っていた.

しかしこのチャボボｰテの多いところは農耕には不

向きであり家畜も窒息死したりする事故のため牧場に

も適しておらず後に石油の生産量が1億バｰレルに近

いポトレｰ口･デル'ジャノ(Pot…od･1L1ano)油田の

土地を売りに出したとき2,000ペソの値段をつけても

買手が無かったという話が残されている｡

1783年に公布された鉱業法の中の第60章第22項に石油

のことが書かれておりその当時若干の生産と取引きが

あったことがうかがえるが副王制時代には石油の開発

については皆無に近い状態であった.

2)独立復興期

1821年8月24目コルドバ(C･･a･b･)条約の調印により

独立をかちとったメキシコはその後国内の分裂抗争に明

け暮れ北方の領土には無関心であったためアメリカ

人のテキサス侵入から始まりメキシコからテキサスの

独立さらにアメリカ合衆国に加盟という事態カミ生じた.

これが契機となってメキシコ･合衆国戦争カミ起こったが

1847年アメリカの国旗がメキシコ市の国家政庁に揚げら

れる始末となりその結果メキシコはテキサス･ニュｰ

メキシコ･カリフォルニアを含めた240万長m2の領土を

アメリカに割譲せざるを得なかった.この面積は当時

のメキシコ領土の半分以上に相当するがアメリカ合衆

国はその代償としてわずか1,500万ペソをメキシコに支

払ったのみである.

1821年から1850年の間に国内は主に軍隊によるクｰデ

タｰカミ続発し30年間に50回も政府が交代したという事

実は内政の困乱を如実に物語っている.

さらにその後メキシコの復興を旗じるしとして保守

党と自由党の抗争が続き両者は改革戦争に突入して自

由党が勝利したのも束の間イギリス･スペイン･フラ

ンスの3国干渉がありこの中フランス軍は首都を占

領した後ハプスブノレグ(H･bsbu･g)家のマクシミリア

ｰノ(M.ximi1i.n｡)を皇帝としてメキシコに王制を敷い

た.

この皇帝の在位当時1864年11月から翌年の12月の約1

年間に38の石油鉱区を与え1865年7月制定した鉱業法

の中に石油鉱区権の規定が含められている.

この当時自由党から選出されていた大統領はベニｰ

ト･ファｰレス(BenitoJua･e･)でありインディオ出

身のこの大統領はマクシミリァｰノの帝制に抗戦を続け

一時は北の国境まで逃れたカミ遂にはフランス軍の撤退

から皇帝派軍を降服させて共和制を取り戻しその後メ

キシコの復興に尽力した.このため現在でもファｰ

レス大統領はメキシコ国民の尊敬を集め復興の祖とし

て到るところに彼の銅像や記念碑が立っている.

3)ボルフィリアｰト(肋r趾iato)期

1877年からメキシコ革命に突入する1911年までボル

フィリオ･ディアス(P｡･丘｡ioDi｡｡)が大統領に就任して

権勢を振ったボルフィリアｰト(ボルフィリオ体制)期を

迎えるがこの時期は｢政治よりも行政｣を旗じるしと

し産業の育成を図るため積極的に外資導入を行い鉄

道の建設通信網の整備銀行の設立等を実現して経済

はいちじるしく発展したが石油産業もその影響下に大

きく成長した.

1880年S.フェアバｰン(S･mu･1F･i･bum)とG.デ

ィクソン(G･o･geDi･k･on)の2名のアメリカ人がベラ

クノレス(v･･…u･)に小規模の精油所の建設を開始し

1886年これを完成してエノレ･アギラ(E1Ag･i1･)(鷲を

意味する)と名付けた.これがメキシコの精油所第1

号である.

続いて1881年ベラクルス州パパントラ(P.p.nt1｡)に移

住してきたもとアイルランド人でアメリカ国籍をもつア

ドルフ･オｰトレイ(Ad･1PhAut･･y)博士がラ･コン

スタンシア(LaCon.tanci｡)油井から原油を採取しら

馬の背に積んでパパントラまで運びこれを精製して灯

油を作ることに成功した.1861年石油ランブカミアメリ

カから輸入されて以来灯油も輸入されていたのでオ

ｰトレイ博士の灯油は正真正銘の国産第1号ということ�
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でケレタロ(Qu｡｡｡t｡･o)で開かれた物品展覧会で表彰さ

れた.

1883年シモン･S.ノｰバ(Sim6nS｡｡1atNov｡)はタバ

スコ(Tabasco)州のラ･ミｰナ･デル･サセルドｰデ.ヒ

ル･イ.サｰエンス(LaMinade1SaceraoteGi1yS会enz)

でアメリカから借りた試錐機を用いてボｰリングを行

い石油を掘り当てることに成功したが当時市場不足

のため数100万ペソを投資したにも拘らず事業は失敗

した.この油田は1905年ピアｰソン･アンド･サン

(P･…｡n･ndS･n)杜により再開発されたがこのノｰ

バ博士はタバスコ州の石油開発の先覚者といわれている.

翌年の1884年3月18目に制定された鉱業法は当時の世

相を反映して地主優遇制度が温存されておりこの中の

第10条には｢地主は申請することなく所有する土地内

に鉱区権をもつことが出来る｣と規定されている.

同年7月28目先に述べたオｰトレイ博士はパパントラ

地域の油田探査と開発を目的としイグナシオ･ワクｰ

ハ(Lgn｡･ioHu｡｡uj｡)と共同で合資会杜を設立した,

1886年ウォｰタｰズ･ピアｰス石油会社〔(W･te･･Pi･一

rceOi1Company)スタンダｰド石油会社(StandardOi1Com･

pany)の子会社でアメリカのロックフェラｰ(Rockfe11er)

の系列に所属する〕はベラクルス市に日産500バｰレルの

精油所さらに1896年ベラクルス州のパヌコ河の左岸で

タムピコ(T･mpi･･)市と河口の中間に日産2,000バｰ

レルの精油所を建設しまた1898年エル･アギラ精油

所も買収してエノレ･ガｰ一ショ(E1G･11o)と改名した.

エル･アギラは鷲エル･ガｰジョは雄雌を意味するが

何故このように名前を変更したか定かではない.これ

らの精油所ではランプに用いられる灯油が生産されたカミ

原油は全部アメリカから輸入されており当時のメキシ

コの灯油市場は同社によって完全に独占されていた.

先にも述べたようにディアス大統領は鉄道建設を推

進し彼の在任当初460kmに過ぎなかった路線は1911

年に19,O00良mにまで達したがテワンテペック

(Tehu.ntep｡｡)鉄道とオアハカ(Oax.ca)州のサリｰナ'

クルス(Sa1i乎aCrus)およびベラクルス州のコアツァコ

アルコス(C･･t･･coa1…)の両港湾の建設についてイギ

リスのピアｰソン･アンド･サン社に依嘱した.この

テワンテペック地峡の鉄道建設中油田が発見され採取

された原油が照明に用いられた記録が残っている.

さて19世紀も終りに近づいた1899年の暮れにメキ

シコ中央鉄道のA.A｡ロビンソン(Robinson)総裁はア

メリカのカリフォルニアに住む友人のエドワｰド･L･

ドヘニｰ(Edw｡｡aLD.h.ny)に1通の手紙を書きメ

キシコの石油開発にやって来るように要請した.この

手紙がメキシコの本格的な油田開発に発展するきっかけ

となるのであるがロビンソン白身それほどの事態にな

ると期待したであろうか?

ドヘニｰの経歴は山師であったらしくカリフォノレニ

アで金･銀鉱床の探鉱もやれば石油にも手を出しロサ

ンゼルスで油田の探査に成功しておりロビンソンの手

紙を見たドヘニｰはチャｰノレズ･んキャンプィｰルド

(Ch･･1･･んC･n丘･1d)という地質家を同伴して1900年

の初めにタムピコ市に到着した.

早速その年の4月にはタムピコ市の近くのゴンサレ

ス(G･n･･1･･)家の所有していたアラゴン(A･･g6n)農園

で試錐を実施し150皿の深度でガスと原油が噴出する

という良い幸先で1目当り4001の原油を採取した.

この原油は黄色の軽質油でそのまま照明に用いられ

値段も高かったといわれている.

'エバノ(廻ba皿｡)油田

さて次に登場する舞台はサン･ルイス･ポトシ(San

LuisPotosi)州のエル･エバノ(E1Ebano)にあるエノレ･

トゥリｰジョ(E1Tu1i11･)農園でありここがメキシコ

の石油開発吏の第!ぺ一ジを飾ることになる.

この農園はタマウリパス(T.m･u1ip･･)州とベラクル

ス州に接した3州の境界付近に位置しその広さは9万

ヘクタｰルに及び農園の中にはタメシ(T･m･･i)ナラ

ンホス(Naranjos)タントナン(Tantnan)という3つの

河が流れている.農園の持主はマリアｰノ･アルギン

ソニス(M･･i･n･A･g･in･oni･)でその隣りにはヘラル

ド･メァｰデ(G｡｡｡｡doM｡｡d｡)の所有するナランホス

農園があった(第2図第3図).

エル'トゥリｰジョ農園はその中に河カミ流れているに

も拘らず地面は乾燥してタｰル状のピッチが多くと

くにラ･ペス山(C｡｡｡｡d.L.P｡｡)の裾野には大きく石

油ピッチが分布していた.このためこの農園の家畜

が牧草を求めて隣りのナランホス農園に侵入し牧草地

を荒すことも屡々でありたまりかねたナランホス農園

のヘラルド･メアｰデはエル･トゥリｰジョ農園の買い

取りを申し込み6万ペソの値段を示したが当の地主

は9万ペソといって譲らず神々折れ合いカミづかなかっ

た.

丁度その興(1901年)ドヘニｰとキャンプィｰルドは

この付近を通りかかりトゥリｰジョ農園の油徴を見た

がこの係争を知るや否や地主のアノレギンソニスに30万

ペソの値段を示してこの農園を買い取ってしまった.

勿論この地主は自分の農園に油田のあることなど全く

知らなかったので不毛の土地に高額の買い手がついた�
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ことに喜んで同意したのである.

1901年ドヘニｰは法的手続きを経てメキシコ石油会社

(L･M･xi･･nP･t･･1･umCo･np･ny)を創設し農園の中

に道路を作りラ･ディｰチャ(L.Di.h｡)と名付けら

れた牧舎付近で19本の試錐を予定し同年4月1日これ

に着手した.

1901年5月14目165.68mの深度に達したとき原油と

ガスが噴出しこのため試錐機は破損したがこの油井

は日産50バｰレルの産出量を記録しメキシコで最初の

採算に見合う記念すべき油田発見となった.

この年の原油の総産出量は19,000バｰレノレに達したた

め議会で石油法が承認されディアス大統領はアメリ

カ人のドヘニｰとイギリス人のピアｰソン･アンド･サ

ン社の社長のウイｰトマン･D.ピアｰソン(W･･t皿･n

D.P…son)に鉱区権を与えた.

1901年の末頃当時の大蔵大臣のホセ･イｰベス･リ

マントウル(Jo･るIY･･Lim･ntou･)は勧業大臣マヌエル･

フェルナンデス･レアノレ(MamelFem会ndezLea1)に対

し勧業省の中にメキシコ地質研究所の地質学者で構成

する委員会を設置するよう勧告した.このため勧業

省はこれを設置し委員会はメキシコ湾岸地帯の石油の

可能性について研究すると共にメキシコ石油会社およ

びピアｰソン･アンド･サン社の活動状況を調査報告す

ることが義務づけられた.

また灯油の独占販売をしているウォｰタｰズ･ピア

ｰス石油会社の動向を看視することも依嘱されだがこ

れは同社が政府の決定した税制に反対しメキシコとア

メリカの新聞に広告を出して｢メキシコ経済は本社の支

払う税金によって平衡が保たれているのに政府はさら

に増税を企図している｣と政府批判をしたためメキシ

:コ政府は同社のメキシコからの追い出しを意図しその

成否の検討も委員会に付託したのである｡

この委員会のメンバｰであったファン･ヒジャレｰ口

(JuanVi11are1o)とエゼキエノレ･オノレドｰニェス(Ezequiel

O.d〇五｡｡)の2名の地質家は1902年2月バｰジェス(V.11･s)

テムポアル(T･mpo･1)エバノの地域に派遣されたが

オノレドｰニェスは鉄道事故のため負傷し調査の途中か

らメキシコ市に引き返した.しかし彼のエバノ地域

の調査結果はきわめて有望な油開地帯である可能性が高

い旨強調されていた.

一方ヒジャレｰ口はオルドｰニェスと全く反対の意見

を報告し石油の可能性が低い地帯と述べた結果委員

会と上層部はヒジャレｰ口の意見を支持したためオノレ

ドｰニェスは名声を失墜して委員会を追われた上地質

研究所も退職せざるを得なくなった.

これを知ったドヘニｰはオノレドｰニェスに救いの手を

�
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差し伸ベメキシコ石油会社は彼と雇用契約を結んだ.

つまりドヘニｰは彼の意見の正当性を評価する先見の

明を持っていたといえよう.

しかし当時のメキシコ石油会社はラ･ディ｣チャの

油井からの原油は!901年目産28バｰレル1902年目産

110バｰレノレ1903年193バｰレノレという程度の産出量

を示し余りはかぱかしくたいためアメリカの投資家

達はメキシコ石油会社への投資意欲を失ない｡また銀行

も金の貸し出しを拒否するという事態におち入り資金

は底をつき倒産の一歩手前にあった.

社長のドヘニｰはこれに屈せず必要最小隈のスタッ

フを残して人員整理を行いまたサン･ルイス･ポトシ

銀行の顧問をしていた隣人のヘラルド･メアｰデに伸介

の労を煩わせて5万ペソの借金に成功したがキャン

プィｰルドとオノレドｰニェスの両名には1903年12月か

ら250万ドルを投じて19本のボｰリングを実施するが

これに失敗すれば会社は終りになることを打ち明けた.

つまり最期のサイコロにかけた大ぱくちという訳であ

る.

1903年12月のある夜ドヘニｰキャンフィｰルド

オルドｰニェスの3者会談が開かれ今後のボｰリング

地点を決定することになった.この会談はメキシコ石

油会社の運命を左右しただけでなくメキシコ全体の油

困開発にも大きな影響をもたらす記憶すべき会談といえ

よう.

オノレドｰニェスは広域調査の結果からボｰリングの理

想的な地点はエバノ地域のセロ･デ･ラ･ペス(C…ode

L.P｡｡)にもっとも近い所であると主張して譲らず探

査中のセロ･デ･ラ･ティｰチ(Ce･･od･L･Di･ha)エ

バノ駅および湖に囲まれた平原の作業はセロ･デ･ラベ

スを優先するため中断すべきであると提案し討論に討

論を重ねてついにドヘニｰを説得することに成功した.

その翌朝この3名にドヘニｰの腹心の部下のハｰバ

ｰト'ワイリｰ(HerbertWy1ie)が加わりセロ･デ･

ラベスに向けて出発した.現場に迫りつくや否やオ

ルドｰニェスは油徴のあるボｰリング予定地に案内した

がそこにはすぐ側に数皿の高さの溶岩の崖があり同

行したアメリカ人達はこの地点の試錐に反対したため

現場で再び白熱の討論が展開された.

結局ドヘニｰはオルドｰニェスに同意してボｰリング

の実施に踏み切り苦労を重ねて試錐機を搬入しそれ

から数目後に試錐が開始された.

1904年4月3目丁度復活祭の日曜目ボｰリングの

深度が501.60mに達したとき原油の噴出が始まりそ

の高さは15mに及んだ.この油井はラ･ペス1号井と

名付けられ日産1,500バｰレルの産出が数年間続いで

いる.苦難に堪え執勧なまでの努力を続けて見解の

正しさを実証したオルドｰニェスの功績はメキシコで今

でも称賛されているが一方ドヘニｰの経営者としての

先見の明とその決断力にも充分敬意が表されてしかるべ

きであろう.

ドヘニｰは経覚者としての才能に恵まれていたらしく

ラ･ペス1号井の成功以前にすでにロビンソンの友情

を侍んでメキシコ中央鉄道に原油を調達する権利を得て

いた.この件についてウォｰタｰズ･ピアｰス石油

会社の妨害などもあったが1905年5月15目メキシコ中

央鉄道に今後15年間毎目6.0001の原油を供給するとい

う正式契約に成功しタムピコ市とサン･ノレイス･ポト

シ市間を走る機関車は彼の会社の原油を燃料にして走ら

せた.

さらに彼はエバノにアスファルトを原料とする日産

2,000バｰレルの精油所を作ったりメキシコで最初の

アスファルト鋪装を手がけてメキシコ市をはじめその

他の主要都市の道路の鋪装を行いついにはアメリカに

まで進出するという独創的な手腕を発揮している.

･サン･ディエゴ油田

メキシコ石油会社のラ･ペス1号井の成功に刺激され

1904年ピアｰソン･アンド･サン社はテワンテペック地

峡に広大なる土地を借り受けてコアツァコアルコス河

流域のミナティトラン(Min.tit1.n)市に近いサン･クリ

ストｰバル(SanCristoba1)とポトレリｰジョ(Potreri11o)

の地帯で探査を進める一方ピアｰソン社長は5万ポン

ド(英貨)を投じてミナティトラン市から約1.5k皿の

ところに石油化学の実験用ミニプラントを建設し1906

年開所式を行っている.またこの会社はメキシコ湾

沿岸一帯の油田の開発プ戸ジェクトについて勧業省と

契約を結び大統領の認知と議会の承認をとりつけてい

る.もともとピアｰソン･アンド･サン社は世界で

も有数の土木会社として活躍しておりそのためディア

ス大統領の信任が厚かった.

1908年7月4目ピァｰソン･アンド･サン社の子会社

であるペンシルバニア石油会社(Penn.ylvani.Oi1Com-

P･ny)はベラクルス州の北の方にあるタンテイマ(Tan-

tim･)市のサン･ディエゴ･デル･マｰル(S.nDi.goa.1

Ma･)農園でボｰリングを行い深度が555,40mに達し

た.このときこのサン･ディエゴ3号井は突如大量

のガスを噴出して引火し大火災を発生した.この油

井は別名ドス･ボッカス(Do･B｡｡｡･)3号井と呼ばれ

火災発生後8月30目まで57日間燃え続けメキシコ政府

は消火を援助するため消防隊を派遣したが消火には成�
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功しなかった.この場所には直径約500mの塩水の池

が出現し今でもこの池は残っている.

しかしこの油井の火災事故によりメキシコに有望

な油困が存在するというニュｰスが伝わり世界的な注

目を集めるようになった.

･ファン･カシｰノ(加劉皿C洲ino)油田

ドヘニｰがワステカ(Hu.ste｡｡)地方で設立したワス

テカ石油会社(Hu｡｡t｡｡｡P.t｡｡1.umC.mp.ny)はベラク

ルス州ナラホス(Na.anjos)に近いファン･カシｰノ7

号井を試錐していたが1910年9月8目油層に当ったと

ころ原油の噴出はすさまじくその高さは37.21mの

やぐらの高さの3倍にも昇ったため直ちにバノレブを閉

鎖した.しかし一旦目覚めた原油とガスは油井の周

りの割れ目から噴出し始めこれに対応する手段も無く

て放置せざるを得なかった.流出しはじめた原油は止

めどもなくついには原油の洪水となり近くの村にま

で侵入する可能性が生じたので止むなくこれに火を放

って防いだまでは良かったが今度は逆に火の手が油井

に延び始めたため近隣の住民1,000人近くを動員して

土手を築き火の手が油井に来るのを防いだ.8日間昼

夜兼行でこの工事が続けられ予め設置した油送管に原

油を送り込むことに成功して何とかこの事故を喰い止

めたもののこの間毎目25,000バｰレルの原油を失った.

この原油をタムピコに送る油送管の設置ヒ対し一部

の地主の賛成が得られず生産の軌道に乗るのにさらに

日数を要したがこの油井は日産25,000バｰレルで10

年間に約7,100万バｰレルを越す原油が産出された.

･ポトレｰ口･デル･ジヤノ(肋t正ero他1Lhno)油田

1908年資本金10万ペソで発足したエル･アギラ石油会

社はピァｰソンを社長とし同年3月28目同名のエル･

アギラ精油所の建設を始めたがその処理能力は1目当

り2,000バｰレルであった･さらにその翌年には

2,450万ペソに増資し社名はメキシコ石油会社エル･

アギラ(CompaniaMexicanadePetr61eo“E1Agui1a"S.ん)

としている.

1910年7月9目ベラクルス州トゥスパン(Tuxp･n)

地方のテマパｰチェ(Tem･p･･h･)にあるランチョ･デル

･ポトレｰ口(Ranchode1Potrero)でポトレｰ口･デ

ノレ･ジヤノ4号井の試錐を開始し同年12月27目深度

587mに達したとき大量のガスと共に原油が噴出し

その高さは50mに達した.この暴噴を制御するための

工事は95日間を要しこの間流出した原油約2,000万バ

ｰレルは油井の傍を流れていたブエナ･ビスタ(Bu.n.

Vi.t｡)河に導き火を放って燃やしたもののこの火事

で付近の農場や牧場さらに漁場に大きな損害を与え原

油の一部はブェナ･ビスタ河からタムハマチョコ(Tam･

pユm｡｡ho.o)湖に達しさ.らにメキシコ湾に通ずるトゥス

パン河にまで流れ出た.

ポトレｰ口･デル･ジヤノ4号井は日産11万バｰレル

で総産出量は1億バｰレル近くに達し1本の油井の

総産出量としては世界一の記録を示している.

少し余談になるがこの油井は1914年8月14目の昼時

に火災を起こしかけたことがある.その原因は夕立に

伴った雷のいたずらで放電のため原油に引火した.

この火災は大事に到らなかったカミ危急を知らせるため

呼子笛を鳴らせたところいつも昼食の合図に呼子笛を

吹く習慣があったため昼食と間違えて労働者達は火事

の現場には行かず食堂に集っだそうである.いかに

もメキシコ的な物語りである.

4)メキシコ革命期

30年間続いたポルフィオ体制もディアス大統領が6度

目の再選を果たした1910年にはその権力が増大して専

制的になった反面理念の無い政治は弱体化し始めま

た植民地時代の大地主制度は温存され貧富の差は以前

にもまして厳しくこれらに反対する民主化運動が昂ま

りついにはメキシコ革命と呼ばれる武装闘争に発展し

たため1910年の後半にボルフィリオ体制は崩壊してし

まうがその後約10年間血を血で洗うような武装反乱の

内戦がうち続くことになった.

ディアス大統領は!901年の鉱業法に基づいて積極的に

外資導入を行った結果ボルフィリオ体制の末期には多

数の外資系石油会社がメキシコに入り彼等のシェアｰ

は実に97%に及んだため民族資本のシェアｰは残りの

わずか3%に過ぎなかった.

当時のアメリカ系の石油会社はドヘニｰのメキシコ石

油会社とワステカ石油会社の他ニュｰ･ジャｰジ･ス

タンダｰド石油会社(Standa.dOi1Co伽p.nyofNew

J…｡y)の支社であるペンシノレハニア･メキシコ燃料金

杜(P･nn･y1v･ni･M･xi･･nFu･1C･㎜p･ny)シンクレア

ｰ(Sin.1.i｡)の子会社のフリｰ･ポｰト･アンド･メキ

シコ燃料金杜(F｡｡｡p｡｡t.ndM.xi｡｡nFu.1C.mp.ny)

ガルフ会社(L･Gu1fC･mp･ny)および南太平洋鉄

道(SouthemP･･i丘･R･i1･oad)等がくつわを並べて全

体で65%のシェアｰを獲得していた.

一方ヨｰロッパ系はメキシコ石油会社エル･アギラ

･をはじめロイヤル･ダッチ･シェル(Roya1Dutch-

Sh.11)の子会社コロナ石油会社(C｡｡｡n.P.t｡｡1.umC.m-

P･ng)チジョｰズ石油株式会社(Chij…Oi1Ltd.)等で

32%のシェアｰを占め残りの3%が民族系のメキシコ�
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石油(Pet･61eosdeM6xi･o,S.ん)となっていた.

これらの石油会社もメキシコ革命当初その影響により

生産が伸びなかったが1911年以降は石油生産は上昇の

一途をたどり世界第2位の産油国の地位を占めた1921

年の黄金期を迎克ることになる.この生産の上昇の舞

台裏では外資系石油会社が革命の混乱に便乗して油固

地帯に乗り込み地方の権力者の買収から地所登記簿の

破棄少額の金で貧乏人から土地を欺取する等あらゆ

る女子策を駆使して石油鉱区を入手したといわれている.

1911年ペンシルバニア･メキシコ燃料金杜はトゥスパ

ン河から約30km離れたアラモ(A1.m｡)農園で石油を発

見しまた同じ年にイｰスト･コｰスト石油会社(E｡｡t

Coa･tOi1Company)もパヌコ付近でエバノ地域のも

のに良く似た重質油の探査に成功している.

1913年ピアｰソンはパヌコ河の左岸に精油所の建設を

企画し翌年7月15目にその完成をみたが処理能力は

1目当り2万バｰレルであり原油は先に述べたポトレ

ｰ口･デノレ･ジャノから供給するため延長135kmの

油送管を敷設しこの精油所をエル･アギラと名付けて

いる.

･ロス･ナランホス油田

1913年の半ばにメキシコ石油会社エル･アギラはロ

ス･ナランホス1号井のボｰリングを実施し深度601.

92mで油母層を捉えたが原油の噴出圧力は1平方イン

チ当り540ポンドであったため原油は試錐機材もろと

も噴き上げてバルブを破壊してしまった.直ちに新

しいバルブを取り付けて制御することに成功したが翌

年10月噴出圧力が強いため再び古いバ/レブのところが

破壊されこの破損バルブの修理に15回開を要した.

ロス･ナランホス1号井は日産4万バｰレルの原油を産

出している.

･アマトラン(Amat脳m)油田

またメキシコ石油会社エル･アギラはアマトラン農

園で試錐を実施しアマトラン1号井が深度573.04Inに

達したとき日産5万バｰレルの油母層に当っている.

1913年3月ディアス大統領ヴ)後をついだマゲｰ口

(M･d…)政権を倒しさらにマゲｰ口大統領を暗殺し

て大統領となったピクトリアｰノ･ウエルタ(Vi･t･･i･n･

Hue･t･)に対しクワドロ･シエネガス(Cし鮒･Ci･neg･s)

とベスティアｰノ･カランサ(V･･ti.n･C舳/茎､｡｡)は護憲

派を組織して戦闘を起こしたがベラクルスの司令官カ

ｰンディド･アギラｰル(CξndidoAgui1鮒)将軍は護憲

派に味方して同年の末トゥスパン港を攻略しベラク

ルス州のカンポ･デ･タンウイホ(CampoddeTanhnijo)

の総司令官に任命された.

それまでウエルタ大統領を援助していたアメリカの

石油業者共は彼等の油田地帯が護憲派の軍隊の手に落

ち石油の権益を保持することも危くなって来たため

本国政府に保護を要請した.アメリカ政府は直ちにH.

エフレッチャｰ(F1.t.h｡･)提督の率いる戦艦ネブラスカ

(N･b･｡ska)を旗艦とした14隻からなるアメリカ艦隊を

派遣してロポ(Lobo)島からトゥスパン河の河口まで

長い隊列を組んで停泊し沿岸封鎖を行って威嚇攻撃に

出た.

フレッチャｰ提督はアギラｰル将軍にアメリカ人の生

命と財産の保証を求める書簡を送りアギラｰル将軍は

これに同意したが｢もしアメリカ軍が上陸して来れば

全部の油田に火を放ち一戦を交える用意がある｣と返

答している.フレッチャｰ提督は1913年12月14目スペ

ンサｰ(Sp.n｡｡｡)大尉を軍使として上陸させてアギラｰ

ル将軍と和議を成立させ戦機を交えることなく無事に

終ったが翌年4月21目にはヨｰロッパからウエルタ政

権にあてた弾薬の荷あげ阻止のためとしてアメリカ軍

がベラクルスを占領し今度は逆に護憲派に肩入れして

ウエルタ大統領の辞任を早めている.この年の11月合

衆国軍はベラクルスを撤退したが1916年には有名な革

命家パンチョ･ビｰジャ(P.n.h.Vi11a)を逮捕するとい

う口実の下にメキシコ北部に侵入するなどメキシコ革

命の混乱に乗じてアメリカ政府は武力干渉を頻繁に行

っている.自国の権益を保護するため武力行使を用

いるアメリカ合衆国のやり口が逆にメキシコの石油国有

化に踏み切らせることになるのであるがこのようなや

り口は今も音も余り変らずイラン問題まで続いている

のではなかろうか?

･スリｰタ(笈靱ri畑)油田

19!4年2月2王1ヨパヌコ盆地でボｰリングを実施して

いたメキシカン･シンクレアｰ石油会社(M.xi｡｡nSiu.1･i･

P･t･o1eumC･･po･ation)はスリｰタ3号井で石油を発見

した.この油井はその後14年間原油を生産し総産出

量は2,100万バｰレルを記録している.

テペタテ(Tepetate)油田

同じく1914年ベラクルス州のオスノレアマ(O･u1･･ma)

地域のテペタテ農園でコルテス石油会社(C･･t6.Oi1

Co･po･･ti･n)はテペタテ5号井で612.58mの深度に達し

たとき原油の噴出が始まりその高さは試錐やぐらとほ

ぼ同じであったという.

上記の様な成功例と共に勿論油田探査に失敗するケ�
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一スも少なくなかった.また世相の混乱に乗じて幽

霊会社を作り石油株を売りつけるという詐歎が横行し

たためメキシコ政府は石油会社とその従業員の登録を

勧業省にするよう政令を出すという一幕もあった.

1915年3月19目メキシコ政府は勧業省に石油技術委

員会を設置し石油工業の研究と天然資源保護のための

政令を研究させることにしている.

･セロ･アズｰル(C眺mAz皿1)油田

さてこの当時最大のハイライトとなったセロ･アズ

ｰル油田の発見にスポットを当ててみよう.

セロ･アスｰノレ農園はポトレｰ口･デノレ･ジヤノ油田

の北にありその面積は4,047止m2に及び平坦な原

野であったがその一部は低い丘陵に囲まれているとこ

ろもあった.メキシコ湾の海岸線から約100Lm離れ

また最も近い町からも同じく約10砿mの距離に位置し

ていた･この農園の中には多くの油徴があり以前か

ら石油業者の渇望の的であったが4人の地主がこれを

共有しその中の1人が死亡してその娘に権利が引き継

がれその娘婿がドヘニｰの子会社であるバン･アメリ

カン石油輸送金杜(P.nAm｡｡i｡｡nP.t｡｡1.um.ndT｡｡n｡.

p･･tC･mp･ny)と契約を結び25,O00ペソの地代を受け

取ってこの会社に30年間土地を貸すことにした.こ

の農園は石油史上でも稀な驚くべき油田を秘めていたの

である.1913年半ばに油徴地の直ぐ傍で2本のボｰ

リングが実施されたが2号井で若干のガスと原油の存

在が判明した程度で油母層には当らなかった.続い

て3号井も掘られたが不首尾に終ってしまった.こ

れらはいずれも深度が不足したためであり1921年に再

び試錐を行って油母層を捕捉している.

試錐作業に平行して貯蔵タンクポンプ場直径203

mmの2本の油送管が設置されこれらと共にジャング

ルを切り妬いて50kmの道路およびタムピコにつながる

サン･ヘロニモ(SanJ｡｡onimo)とセロ･アズｰル間の

鉄道の敷設等の付帯工事は着々と進行していた.

1915年セロ･アズｰル4号井の準備のためボｰリン

グ地点は厚いセメントで鋪装され1平方インチ当り

1;050ポンドの圧力に堪えられるよう作業が行われた･

この4号井で行われた最初の2本のボｰリングは硬い岩

盤のため失敗し3本目の試錐に期待がかけられた.

この4号井の単調な試錐の音が絶え間なくジャングル

の中に響きジャングノレの静寂を破って26km離れたと

ころからも聞えたといわれる.昼夜2交代で2人ず

つのボｰリンクマンが12時間作業を強行しボｰリング

は1硬調にその深度を増･していった.

1916年2月9目の深夜突如ガスが噴出し同時に地

下水も噴き出してきてボｰリングの単調な作業に警鐘

が告げられたが丁度この時雨足が烈しくなり強風が

吹き始めたため作業は一時中断された.

翌2月10目の朝作業は再開されてボｰリングのビッ

トは油母層の上にある石灰岩の中を突き進んだ.この

朝は現場の連中はいうに及ばず事務所の人々までが異

常な予感につつまれて緊張した空気がセロ･アスｰノレ農

園をつつんでいた｡

写真4

サン･ルイス･ポトシ州セロデラベス付近

セロ

写真5

1デ1ラベス油田発見の功労者

左上1エドワｰド･L･ドベニｰ

左下1チャｰルズ･A･キャンプィｰルド

右上:エゼキエル･オルドｰニュス

右下:ハｰバｰト･ワイリｰ�
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ボｰリングの深度が544.76mに達したとき地中から

奇妙なうなり声が響き始め刻々とそのうなり声が大き

くなって来た.経験を積んだボｰリンクマン違も増大

するうなり声にたまり切れず恐怖の余り持場を地棄し

て逃げ出した.しかし数mも駈けない中に大爆発が

起こり丁度大砲を発射したかのようにボｰリングの器

材が吹き飛ばされ2トンの重最をもつ器材が孔の周り

から33.60m飛行し地中4.48m一の深さにまで突き剃っ

たといわれる.これは高圧ガスの瞬間的な噴出による

ものであり孔井の底から飛び出したパイプ｡は出口付近

でねじ曲がりさらにバルブに衝突してこれを破壊した

ため全く制御することが不可能な事態に陥入った.

その後ガスの噴出力がさらに増加して試錐塔も破損し

たが幸いにも火災は発生しなかった.

乾燥した透明の天然ガスが7時間噴出を続けた後徐

女に原油を交えるようになり遂に原油の柱に変って行

ったがこの黒い柱は刻々と高さを増し実に181.79m一

にまで達した.これは現場の技師が3角測量を用いて

実測した値であるから誤りではあるまい･

'2月15目から5日間にわたり深さ43cm幅63cm一の

面積を秒速2mで通過する原油を測定して噴出量を1

目当りに換算した結果は次の通りである.

2月15目

16目

17目

18目

19目

152,000バｰレノレ

��㈰�

㈱�〰�

㈲���

㈶���

セロ･アスｰノレ4号井からの原油は平均日産25万バｰ

レルであり1921年12月31目までに57,082,755バｰレ

ルを産出したと記録されている.この日産25万バｰレ

ルという数字は世界第!位であり未だにこの記録を破

った油井は存在しない.

メキシコの有名な黄金地帯(L･F･j･d･O･o)での油

田の発見はエゼキエノレ･オノレドｰニェスのセロ･デ･

ラ･ペスの成功に始まりその後第1表にあるように続

々と油田が開発されてきた.これらの油田群はその大

半がベラクノレス州にありメキシコ湾に臨む海岸平野の

中でタムピコ市より南75Lmから190kmの間に帯状に

つながって分布する.

1915年6月ワステカ石油会社はベラクルス州パヌコ河

の右岸つまりタムピコ市の対岸に精油所の建設を始めた

がこの精油所は1目当り75,000バｰレルの処理能力を

もつものであった.

翌年4月7目石油技術委員会は油田開発の現状につ

第1表開発油田名と発見された年号

油旧名

サン･ディエゴ(SanDiego)

ファン･カミｰノ(JuanCasin0)

ボトレｰ口･デル･シアノ

�潴�����湯�

アラサン(A1a蜘nViejo)

アラモ(Ala㎜o)

テペタテ(Tepetate)

セロ･アズｰル(Cerエ｡A逐u1)

ファン･フェリッペ(JuanFe1ipe)

チコンシｰジョｰサン･ミゲノレ

(Chiconcmo･SanMigue1)

チナムパ･ス』ル(China狐paSuτ)

アマトラン･スｰノレ(Amat1anSur)

サカミストル(Zacamixt1e)

ティエラ･ブランカ(TierraB1anca)

サン･ヘロニモ(SanJeronimo)

セロ･ビエホ(CerroViejo)

トテコ(Toteco)

チャボボｰテ･ヌｰニェス

��灯灯����

バン･レアル(PasoRea1)

サン･イシドロ(SanLsidro)

ノ､ルディ』ン(Jaτa'in)

発見年号

��

��

��

��

��

ユ915

��

��

��

��

�㈰

�㈱

�㈱

�㈱

�㈱

�㈱

�㈲

�㈵

�㈷

�㈸

いて詳細な報告書を政府に提出したゲこの中にメキシ

コの燃料資源は開発している外資系会社に独占されて

その当時者のみの利益と在っており他の工業に対して

経済的な影響が大きく他部門の独立性すら脅かしてお

りこれは憲法にも反し法令の科学的根拠にも矛盾す

るようだ鉱業法により外資系石油会社に独占を許して

いるという趣旨が述べられている.

!916年9月護憲派の領袖カランサはケレタロで制憲議

会を召集して1917年2月5目メキシコ共和国の憲法を

制定公布し同年5月5目より発効するものとした｡

この憲法の第27条第1項には｢生誕によるメキシコ人

および国籍を得たメキシコ人またメキシコの会社のみ

が土地水およびその他の産物の支配権を収得出来ま

たメキシコ共和国で鉱山と石油の開発権と水利権を有す

る権利がある｣と規定し第4項には｢メキシコ国内に

ある金属および非金属鉱床中のすべての鉱物および物質

風化分解によって生じた有用鉱物肥料用燐鉱物固形

燃料鉱物石油および固体液体ガス状炭水化物はす�
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単

位

ノベ

レ

ノレ

1億5千フ∫

1イ意(開発期)

5千万

ラ

チデ

ヤイ

汕1

川

発

見

セ

ヨ

デ

ラ

ベ

ス

汕

川

発

見

ポ

ト

レ

フロ

サァニ

ｰンデ

ノ

ノレ

号多タ

エ1ヤ

ゴノノ

洲汕汕

川川川

火売発

災見見

チ

子コチ

(上昇期)古イζ左

フ1パ

アエジ油

_スリョm

ア三{襲寛

Zラボ1列11111見

フモスタ油発発

搬ポ

見

アテ油メモ

マ1ヤ川リリ

上1蟻z

フ11ザ減

ン1ア1瓜

油1･支油火

川;と尖災

発､三災パ

見二一スソ

箏去発亨

支?ぷ見省

にμ11二

111ザ11

見油1

mン

(黄金期)発油

見川

発

見

(衰退期)

1900｣119051910ユ91519201925ユ930

第4図1900年から1930年までのメキシコの原油の生産量の推移と油田の発見および火災事故

べて国家に属する｣旨も規定している.

この第27条が将来(1938年)石油国有化を実現する原

動力となったものでありさらに第2次大戦後他の国々

での石油のみならず他の地下資源の国有化にも発展して

行ったとみることが出来る.

1917年4月13目護憲派政府は石油の産出に関する税制

を確立したが当時の大蔵大臣ルイス･カブレｰラ(Lui･

C.b.e｡｡)はとくにメキシコ石油会社エル･アギラが税制

の義務を履行するように指示している.また政府は

憲法にもとずき地下資源の探査と採取に関する種々の

法令を出した.このため従来の利権が侵されること

を恐れた外資系石油会社は本国政府に援助を訴え公然

と反対した.イギリスおよびアメリカ政府は直ちにカ

ランサ大統領に抗議しこのためこれらの法令は留保せ

ざるを得なかった.また政府は先にも述べたフラン

シスコ･ビｰジャ(FranciscoVi11a:フランシスコという名

前は通称パンチョと口乎ばれる)エミリアｰノ･サバｰタ

(Emi1ianoZapata)マヌエル･ペラｰエス(Manue1Pe1ξez)

連の有名な革命家の地方での反政府活動を抑えるのに忙

殺されていたので外国の干渉には後退せざるを得在い事

態にあった.これらの革命家の中思慮の浅いペラｰ

エスをニュｰ･ジャｰジｰ･スタンダｰド石油会社と口

イアル･ダッチ･シェルがそそのかして反大統領の武

装蜂起を援助している.

このような混乱期にあっても石油生産は上昇を続け

1917年の年間産出量は55,292,797バｰレルに達しメキ

シコは世界第3位の産油国となっている.

5)改革期

1920年カランサ大統領はベラクルス市で暗殺されア

ルバロ･オブレゴン(Alb｡｡｡Ob｡｡g6n)が大統領に就任

したがこの頃からメキシコ革命の内戦も終りを告げ

平和の時代に入ったといえよう.

しかしアメリカ政府は憲法第27条の規定については

2ヵ国間条約によって取り決めるべきであると主張して

譲らず両国間で摩擦が続き国交断絶まであったがその

後1923年メキシコ政府はメキシコ革命によって損害を受

けた米国資産の補償費として51億3,600万ドルの請求に

応ずることを条件に合衆国との国交を回復した.その

後もこの憲法の条項について紛争がありアメリカ政

府はその破棄を要求したが1927年アルヌンフォ･ゴメ

ス･カｰジェス(A1numfoGom6･Ca11･･)大統領に到っ

てモロｰ(M｡｡｡ow)アメリカ大使の了解を取り付け

この憲法の条項は承認するが憲法制定前に外資系会社

が取得していた石油鉱区についてはメキシコ政府はその�
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権利の存続を認めるということで両国間に了解が成立

した.これにより外資系会社はメキシコで新規の石

油の探鉱や開発が出来なくなったため一部のアメリカ

系石油会社はメキシコから撤退せざるを得なくなった.

･トテコ(To他60)油田

1921年9月21目ベラクルス州トゥスパンの近くのトテ

コ農園でメキシコ･ガルフ(M･xi･･nGu1f)杜が試錐

を実施中トテコ4号井で暴噴のため火災を発生し7

日間燃え続けている.

この1921年は石油の黄金期といわれメキシコの年間

総産出量は193,397,586バｰレルに達し世界で第2位

の地位を占めたが1921年末頃から黄金地帯のいくつか

の油井に塩水が出始めている.さらに1922年アマト

ラン(Am･tlとn)のメリウェザｰ(M･･iw･th･･)3号井と

モリソン(Mo｡｡ison)5号井が火災を起こした.これ

らは両者とも有力な油井であったため火の手が強くて

近付くことも出来ず全開されたバルブからは多量の原

油が流出して燃えたため長期間放置して燃えるに委せ

た.

この火事によって生産の低下を招いたがその上塩水

の侵入がさらに他の油井に拡がり1921年を境にして石

油の生産は低下してゆき1930年には黄金期の1/6の産出

量にまで落ちこんでしまった(第4図).

1920年代は石油探査の方も近代化し1921年にはJ-A.

カッシュマン(Cu.hm.n)が微化石による油井の柱状図の

対比の方法をとり入れ1923年ポッサ･リガ(P･｡･Ri･･)

のメガテペック(M｡｡｡t.p｡｡)で最初の重力探査1925年

メガテペックｰババンドラ地域で地震探査翌26年には

タマウリパス(T｡皿｡dip｡･)州レイノｰサ(Reyno｡｡)の南

部で屈折法による震探により岩塩ドｰムの探査を実施し

さらに1930年にはポッサリカで磁力探査等が行われた.

これらの成果に基づきメキシコ石油会社エル･アギ

ラはベラクルス州ポッサリカの南で中生代の石灰岩

中に油母層を発見したがこのフノレベｰ口(Furb｡｡o)油

田地帯は世界でも有数の生産を示し全体の総産出量は

10億バｰレル以上に達した.

1930年10月メキシコの首都メキシコ市では石油の消

費量が目を追って増大してきたためポッサ･リガの原

油をメキシコ市に供給することになりババンドラのパ

ルマ･ゾｰラ(P･㎞･S･1･)からメキシコ市の北西の貯蔵

タンクと精油所の建設予定地であるアスカポッツァノレコ

(A…p･t･･1･｡)まで227止mの間に油送管を敷設するこ

とが決められた.そしてその2年後これらの工事は

完成し1932年2月中旬油送管の使用が開始され3月

初めには精油所も稼動するに到った.

(つづく)

写真6ベラクノレス州アルタミｰラ(Alta皿ira)

油田(化技研阪東憲一郎氏提供)

写真7タバスロ州コマルカルゴ油閏

(ペメックス誌から)�


